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　前回は，50代社員に求められ
るスキルの一つとして，「ポータ
ブルスキル」を紹介しました。ポ
ータブルスキルは「対課題スキル」
「対自己スキル」「対人スキル」に
大別され，ビジネスパーソンが企
業の成長に貢献しながら活躍する
ために必要不可欠なスキルといえ
ます。今回は，近年企業が対応を
迫られているDXを前提に置きな
がら，ポータブルスキルの発揮度
をさらに高めるための重要な要素
となる「デジタルリテラシー」を
紹介します。そのうえで，社員の
デジタルリテラシーの習得に向け
た会社の取り組みポイントを考え
たいと思います。

1．全社員に求められる
デジタルリテラシー

　近年，社会構造や働き方の変化
などによって，消費者行動の移り
変わりが早くなり，多様化してい
ます。また，テクノロジーの急激
な進化により，ビジネスモデルが
激しく変容しています。こうした
環境下で企業が成長していくため
には，DXの考え方と実践が求めら
れます。すなわち，デジタル技術
を理解・活用して，業務プロセス
や事業モデルを変革しながら顧客
ニーズに応えられる製品やサービ
ス，ビジネスモデルを絶えず生み
出し，市場における競争の優位性

を獲得する必要があるのです。こ
こでポイントとなるのが，消費者
のニーズや業務における改善点等
をいかに「早く」「正確に」把握し，
対応できるかということです。
　他方，国内企業では伝統的に，
デジタルに関する知見やスキルを
ITベンダーに外注したり，社内
のIT系の部門に集約したりして
きました（図表）。これは現状の
組織を維持していく観点からは合
理的な方法ですが，現場レベルで
デジタル人材が不足するため，デ
ジタル部隊と現場との連携の不備
を招きます。結果として環境変化
への対応が遅れ，ビジネスチャン
スを失うことにもつながりかねま
せん。そのため，環境変化に「早
く」「正確に」対応していくため
には，デジタル部隊だけでなく，
現場の社員にもデジタルに関する
基礎的な知識，すなわちデジタル
リテラシーを獲得してもらう必要
があるのです。

2．デジタルリテラシーとは 

　デジタルリテラシーは一般的に，
最新のデジタル技術を理解・活用
し，生産性の向上やビジネスチャ
ンスの創出・拡大に結びつけるた
めに必要な能力を指します。プロ
グラミング言語やシステムコマン
ドを使いこなせるような高度な専
門性は必要なく，デジタルに関す
る基本的な知識を「知っている」
「リスクに注意しながら使いこな
せる」レベルのものをいいます。
　具体的な中身について，経済産
業省が発表している「DXリテラ
シー標準」を参考に以下の通り整
理してみました。

①DXの重要性を理解するために
必要な，社会・ユーザー・競争
環境の変化に関する知識
②ビジネスの場で活用されている
デジタル技術に関する知識
・基礎的な確率・統計の知識や
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図表　IT人材の所属企業別割合
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データ分析方法，データ抽出・
加工方法など

・AIやクラウド，ハード・ソフ
トウェア，ネットワークの基
礎的な仕組みや活用可能性な
どのデジタル技術そのものの
知識

③ビジネスの場でデータやデジタ
ル技術を活用する方法や留意点
に関する知識
・デジタル技術活用の際のセキ
ュリティやモラル，コンプラ
イアンスに関する知識

　こうした知識を身に付けること
で環境変化を自分事としてとら
え，自発的に行動することが期待
されます。

3. 50代社員へのデジタル
リテラシー教育の必要性

　50代社員の方々の若手時代と
は1990年代でした。当時はIT化
の流れが進み，インターネットや
ハード・ソフトウェアに関する基
本的なデジタルスキルも蓄積され
てきた世代です。しかし近年，
AIやクラウドなど新たなデジタ
ル技術の社会への実装が急激に進
んでいるため，デジタル技術の進
化にしっかりキャッチアップし，
日々スキルをアップデートしてい
く必要が増大しています。昔分か
っていたから今も大丈夫，という
状態ではないのです。
　50代という年代に関わらず，

個々人の意識が高ければ，経済産
業省と独立行政法人情報処理推進
機構（IPA）が開設しているポー
タルサイト「マナビDX」などを
活用し，独学でデジタルリテラシ
ーを学ぶことは可能です。しかし，
多様な選択肢のなかから自身の学
びに必要なコンテンツを特定し，
継続的に学習することはなかなか
難しいものです。そもそも，企業
側も社員個々のデジタルリテラシ
ーの習得状況を把握できないの
で，組織としてのデジタルリテラ
シーを高めることができません。
こうした課題を解決し，デジタル
リテラシーを従業員に習得させ会
社の成果につなげる取り組みとし
てリスキリングがあります。

4. リスキリングでデジタルリテ
ラシーのアップデートを図る

　リスキリングでは，会社が主導
して，全社的に継続して実施し，
組織全体のスキル向上につなげる
ことを目指します。外部のeラー
ニングコンテンツを活用して実施
するケースが多いのですが，その
際，会社の事業環境や現状の課題，
予想される市場変化などを把握し
たうえで，全従業員が備えるべき
スキルを特定し，獲得に向けたコ
ンテンツを充実させる必要があり
ます。特にデジタルリテラシーは，
デジタルに関する基本的な知識で
あり，業種や部署を問わず汎用性
の高いものなので，先ほどお示し

したデジタルリテラシーの具体的
な中身を参考にしながら，外部コ
ンテンツを積極的かつ有効に活用
するようにしましょう。

5. ポータブルスキルとの
一体的管理で効果を上げる
　環境変化に対応し，生産性を向
上させ，ビジネスチャンスの創出・
拡大させるためには，デジタルリ
テラシーだけでは十分ではありま
せん。デジタルリテラシーを前提
としながら事業変革に結びつける
課題解決能力，すなわちポータブ
ルスキルも必要な要素となります。
前回解説した通り，ポータブルス
キルもオンラインでの学習が有効
なので，デジタルリテラシーと一
体的な管理を目指しましょう。
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　第 2回でスキルの可視化，第 3
回では自律的なキャリア志向に基
づくモチベーションの向上，そし
て前回と今回にわたり，リスキリ
ングを通したポータブルスキルと
デジタルリテラシーの獲得につい
て検討してきました。どれも社員
自身の活躍を実現するために必要
な仕組みですが，同時に会社が積
極的に支援していくことは必要不
可欠です。
　次回は，50代社員の活躍を促
すために会社としてどのようなバ
ックアップができるのかを考えて
いきたいと思います。
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